
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．全国的な人口減少社会の到来 

社会動向と市の現状 

≪全国≫ 
◎少子高齢化の進行により、我が国の総人口
は 2008 年をピークに減少 

◎生産年齢人口（15～64 歳）も 1995 年をピ
ークに減少 

≪裾野市≫ 
◎2015 年以降、減少に転じている 
◎0～14 歳の年少人口、生産年齢人口（15～

64 歳）は 2000 年をピークに減少 
◎高齢化が加速度的に進んでいる（2015 年：

23.5％） 

２．人口減少に対応した国土・地域づくり 

≪全国≫ 
◎生活サービス施設や公共交通を維持して
いくためには、一定の圏域人口が必要とな
る。 

◎都市機能と居住等を集約・誘導し、コンパ
クトなまちを目指すとともに、公共交通ネ
ットワークの再構築等を行う（コンパク
ト・プラス・ネットワーク） 

≪裾野市≫ 
◎DID 人口密度は減少し、隣接都市と比較す
ると DID 密度はやや低い 

◎市街化区域内においても、人口が減少する
ことが予想される。一方、長泉町に接する
地域では人口が増加することが予想され
ている 

◎本市では、市街化調整区域に全人口の約４
割が居住している。 

３．経済活動のグローバル化 

≪全国≫ 
◎GDP 成長率は低下しており、日本の労働
人口が減少する恐れがある。 

◎外国人労働者数は、2008 年以降、増加。 
◎多様で柔軟な働き方を自分で選択できる
ようにする改革の推進 

≪裾野市≫ 
◎昼夜間人口比率は、2000 年以降 100 を超
え、働く場としての特性を有している。 

◎大規模自動車工場の閉鎖による、市内産業
の衰退が懸念される。 

◎2009 年以降、市内の事業所数と従業者数
はともに減少している。 

４．観光インバウンドによる地域活性化 

≪全国≫ 
◎訪日外国人旅行者数は、年々増加している 
◎インバウンドの効果は徐々に地方に波及
している 

≪裾野市≫ 
◎近年、観光交流客数は減少し、宿泊客数は
横ばいの状況。周辺他都市と比べて低い数
値である。 
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５．進行する少子化 

≪全国≫ 
◎日本の総人口に占める年少人口の割合は、

12.3％と世界的にみて低い。 
◎国内の年間出生数は、1975 年以降減少。 
◎少子化対策として、新婚世帯や子育て世帯
に対する支援が進められている。 

≪裾野市≫ 
◎近年は、自然減、社会減の状況である。 
◎合計特殊出生率は、周辺他都市よりも高い 

６．厳しい地方財政 

≪全国≫ 
◎歳出は、社会保障関係費が最も大きな割合
を占めている。 

◎地方財政は 2016年度末見込みで約 200兆
円もの借入金残高を抱えている。 

≪裾野市≫ 
◎歳入額は自主財源の割合が減少している。 
◎歳出額は性質別の扶助費などの義務的経
費や目的別の民生費が大幅に増加。 

◎今後 40 年間の公共施設の維持更新費の将
来推計は、直近の実績値の 1.6 倍。 

７．災害への対応 

≪全国≫ 
◎自然災害の多い日本において、人命を守る
ことやいかなる事態が発生しても機能不
全に陥らない経済社会のシステムを確保
し、国際的な信頼を獲得するためには、平
時から事前の備えを行うことが重要 

≪裾野市≫ 
◎市街化区域、市街化調整区域の一部が土砂
災害警戒区域等に指定されている。 

◎市街地には富士山火山により、避難が必要
な箇所が存在する。 

その他の特徴的な社会情勢 

◎Society 5.0 
・IoT や AI により、地方が抱え
る課題が克服される。 

・持続可能な世界を実現するた
めの 17 のゴール・169 のター
ゲットから構成 

◎IoT の導入 
・自動車、家電、ロボット、施設
などあらゆるモノがインター
ネットにつながる。 

・モノのデータ化やそれに基づ
く自動化等が進展 

◎ビッグデータの活用 
・利用者個々のニーズに対応、
業務運営の効率化など 

◎自動車産業における新し
い技術革新の潮流 

・ツナガル、自動化、利活用、電
動化（CASE） 

・出発地から目的地までの移動
を一つのアプリで提供する等 

◎電子自治体の推進 
・各種行政手続がWeb上の情報
交換のみでできるようになる 

・観光の側面からもキャッシュ
レス決済の加速化が求められ
ている 

◎シェアリングサービス 
・空間、移動、モノ、スキル、お
金のシェア 

◎人と人の付き合いを大切にできるまち 

◎生きる喜びを感じることができるまち 

◎実体験できるまち 

◎まちづくりをだれもがまちづくりを実行できる 

◎先進技術ではなく、人の発想が一番大事 

◎人が行きたくなる場所 

◎未来技術のモデル地区の創造 

◎行政の柔軟かつ迅速な対応 

◎自動運転の乗り物による交通網の充実 

◎豊かな自然を活かしたまちづくり 

◎人と人が交流できる広場と公園 

◎富士山を活かしたまちづくり 

◎戦略的な施策展開 

地域と世界 
から愛される 

みんながまち
づくりの主役
になる 

人と技術が 
生きる 

安全・安心
な暮らし 

 

まち・ひと・しごと創生の視点 

地方にしごとをつくり、安心して働けるよう

にする 

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかな

える 

地方への新しいひとの流れをつくる 

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを

守るとともに、地域と地域を連携する 

Society5.0 

自動運転 

未来技術 

働き方改革 

協働 地域活動 地域と地域を連携 

実体験ができる 

観光 

インバウンド 

豊かな自然 

富士山 

関係人口 

定住促進 

結婚・出産・子育て支援 

教育改革 福祉の充実 

高齢者活躍 安心な暮らし 

生きる喜び 

SDGｓ 人と人の付き合い 誰もがまちづくりを実行できる 

暮らしの喜び
が感じられる 

自然災害 

治安 交通事故 

資料３ 



 

 

 

１．健康・福祉※ 

 

地方へのひと・資
金の流れを強化
する 
関係人口の創出・拡
大、企業や個人によ
る地方への寄付・投
資 

第 5 次裾野市総合計画 基本構想 ＿骨子 

２．教育・文化※ ３．生活・環境※ ４．都市基盤※ ５．産業経済※ 

みんなの元気と調和でつくる暮らし満足都市 ※（仮）現行計画より 

６．行政経営※ 

施策の大綱（政策） 

裾野市の将来像 

新しい時代の流
れを力にする 
Society5.0 の実現に
向けた技術の活用、
SDGｓ、「地方から世
界へ」 

人材を育て活か
す 
地方創生の基盤をな
す人材の掘り起こし
や育成 

民間と協働する 
NPO などの地域づ
くりを担う組織や企
業と連携 

誰もが活躍でき
る地域社会をつ
くる 
女性、高齢者、障害
者、外国人など誰も
が居場所と役割を持
ち、活躍 

地域経営の視点
で取り組む 
地域の経済社会構造
全体を俯瞰して地域
をマネジメント。 

第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の視点 

SDGｓの視点 

地域と世界 
から愛される 

人と技術が 
生きる 

安全・安心
な暮らし 

暮らしの喜び
が感じられる 

まちづくりのキーワードと方向性 

※：現行計画のものを仮でおいています 

みんながまち
づくりの主役
になる 

Society5.0 

自動運転 高齢者活躍 

教育改革 等 

生きる喜び 

安心な暮らし 

自然災害 

治安 

交通事故 等 

実体験ができる 

富士山 

定住促進 

協働 

地域活動 等 

SDGｓ 

 

基本計画（総合戦略含む） 

 
『現状整理からキーワードと方向性への流れ』より 

第 5 次裾野市総合計画 基本構想 

富士山、豊かな自然・水、田園風景、地域コミュニティ、 
地域経済を牽引する企業、シビックプライドを持つ市民等 


